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序文

宗像市は姐図限縞頌市と北九州,Iiの中間に位置しており、両大祁市へ

の通勤璽lとして人口が増えつつあり、みどり豊かで、鎚力あるにゃ裕・

文化稿市」構想実現への歩みを若実に続けています。

宗像市における農業基盤整鱒、宅増開発、公共擁設の建設等は、必然

的,,埋藉文化財の新たな発見を生み、攪々な保存措置を図ってきました。
緊急発掘調査を実籍できた遺跡について、調査の成果を公にできたも

の"わずかであり、貢務を果たせないでいる文化財行政の怠慢を澱く反

省する次第です。

本書"、立ち遅れている埋蔵文化財調査の成果を籟告するために、市

の単独事業としてとりくんだ報告書です。本書が｀広（文化財の保護｀

学術研究及び地誡文化鋼迫に役立つ一資料として貢献することを念願い

たしております。

平成3年3月30日

宗像市教育委員会

教育長森下照清

例言

I. 本書は1982•1郎平和こ県営ほ場整鑽事業に先立ち、発編隅脊を実施

Lた輯町山ノロ遍蒻の整醒報告書である。

2. 本書使用の遍物実測および写真貴影は原僕ーによる。

,. 本書使用の製図は酒家直子、徳坊直紀子が行った。

.. 石材の艦定は偏口舷可大学名誉教授の山本博遍氏にお願いLた．

,. 本書の襖筆・編集は原が行った。
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第一章はじめに

本音は県営巾郷螂紐場警傭叩藁にかかる、宗徽市大字覇●1字""口所在遺肱角駈躙嚢の暢鯉輯針

であふ~ 調会@Ill要およ叫9上遺舅については『蠣町山9口IJとして軋翫奇みであり、今凪"出土

迅柑なI心とした帽告となる．

発駆調仕の概姿は以下のとおりである．

所在濾 宗曇＂汰字綱 IJI認7●嶋

調H 体 辛徽,,軟育委員会

調五期晴

調査面覆

位置環頃

遍跡立地

遍構

””年'1!15 日-•月お日
蕊 d

約Ill支譴0輝町Illの関析9こより形成された、鴨町谷霙に位諷する鴎先蠣に占増す•

ほ点北一,麟後のL値Wl><・び纏銅國

古埴（小形石室を含む）ね碁、焼t坑1基
主な遺鬱 鉄紺、金鑓、鉄兌験）J、Jlf、鉄鏃、須恵器、上籟醤、瓦器

名古墳"畑尾辿成1こより、項丘厖上を全て失っており、古填の国桟を明らかにすることは眉董であっ

た。主体部，，横穴式石室は、上部講遊を失い、全容●●1ることはできない。

＂基の墳騒は、調ゑ区内で全嗣しでおり、古蟻，，立地、石室の情迫｀出上逮物から当該遺騎，，検柑

を行,,,まとめとしたい。

第二章調査の記録

1. 古墳の立地

古墳口は嗣町谷に突き出たL顧兄とに占纏する。調査区は斤陣某郎との閾が鞍部となり、岨墓燒は

•吋斤隔＂となっている。

古墳"丘讀稜繊上と西働斜面を絵（北・東・囀方向の編斜面に配置があり、,_,世紀の古填立馳

が爾側糾繭に位霞する傾向が一般内である0に対し、当遭鰺の古墳配置は持翼であ●。

丘騎槍纏上には、..,., 号墳が萱び、 5号壇が蔚中で最初1こ築造された盟主墳と考えられる。

2這の内、 1磁は主体霧の問□罫が南を阿いており、大勢を山める。東および北鋼斜面に開口する
l•3•1•ll号積は．ヨ珠頃聾中で 1サ"""'鼠にあり｀剛鵬斜面に築造できなかったことは、集団内

での追聾規制によるものであろう。...ような製糾は南斜面の古横配霞1こも畏われており、,.. 弓

墳問9こは古墳が築かれず、..,q墳の尊所牛囀と 9•15-19号損を結んだ鶴の内側に 8基の小形櫨

呵集している。紐号填,.. 号墳0績丘を削るようにして蔓かれ、 l'l積としての壇丘盛土は 9•11嶋

〇讀丘と重なり合っていたものと握定できる。このことから、この丘綾1こ古績を築盈する当切の段階

で、 1単位の墓誠は一定の颯躙のもとに区画されていたものとすることがで●よう．
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2. 墳丘

lj'J(i函leを↑て尖っており、 m形、以控そ"鍾"し'"ないが、""'を"直する1頃齢厄溝から"'""
直氏を試みたい。

古項をは，，する炉精彫褐が耀認で●た·ぃnは13-15• .,,,,. である。いずれもr,陵"位u騎形9こ
馘り込み、高翫曲は迫ヤ影状となる。これらの溝から••'•"ITT"全て"」坦であったものと与えられる。

'"部の公佑,,心をM点として、""先蟷拿でを・r-直として折り這し、 Jfff<.,悦を批出すると、址
人径の 9 サ岨で!Om、絨•Iヽ径の.....,, .. で3m6なる。

k墳の騒辺は、その、祁力<!Af.oこ旧り込まれており、 5')墳の項""桟"蚊人ー15m面祇までw,cで
さよう。杏集する占項については、その立地と"定紋小径から、それ9●ど大きくなるものではない．

"'芍培で鏑認された駐い塁迅"・ 緩針'"立地と深い槃塙9こ起囚するものである．

3. 石室乎面形

""の檀葬王体は、禍穴式石室と小形の登穴式h室である．横穴式,;屯......構造となるいのが1・
5•6•9•'6•""' ぢ墳の.,..であり、....の"雀"両檎と熊檎のものに分けられる。 9渭い地域

の中小占填の績六式,..、9、6世繭'1tを填にして、埋屁位の羹化がみられる。雨占は関u,』,,,1,こ
ギ行する埋昇Jj法屯とるのに対し、義苔では直必して伸顧理鼻ができるようになる。さら9こ1世紀に

人って、 4濱の小彩化やT字形""、 J11袖のも宝か出現する段腎で｝紬甲"の開界位に生化する。

迫跡の玄屯曳喰の編を比餃すると、 151="'の幅をもっ↓卯"謡あり．成人OH自山交での

裡賽は知）可能である．これと"囀"・'お叩以下の幅をもつIi出が邸あり、成人を1雌れ璧枇する

ためには、土輪"'R涅弄位をとらざるを得ない．

成人を伸駁埋葬する空購として長さ,00---,........。～印=あれば十分と考えられる．この空'"
を各古墳の玄亨プランに当てはめると '6·0l•2炉灌9● I 体.4-1-a-10•11•13-14•16•21 号

峻は2体、その他の占積'"体以上の埋募が片付けなしでできる。 12号墳9●成人の伸雇聘葬空間が縫

保できな9ヽため．小児あるいは極次鼻の＇，J齢性がある。 2'基の6屯<H室の空間、..., 底""、石

頴み等の験討により、次のとおり綱分した。

1 麺 (5•6 号項）

玄室平面影9キ術応后方形となり｀複室構造の石室である。 5号墳ば左6側壁がやや膨らむもので、

奥璧が主籍9こ直交せずに玄寇平面影は歪んでいる。蔚室は貶さに比ぺ、謳の広い平面影となる。前宅

の前血は石材を失っており切I蠍にできないが、捩這を追らずに短い函醒を付望するものとEえられる。

9類"""弓坦）

玄室規桟'"頸に比べ、縮小化L、縦長長方形の平直影で、各墾とも疸線的となる。前害の平面形

は1顕同様"幅の広い横殷最力形である。帆室の病曲"辰道を俎らずに帆庭を短く付孟してい●が、

9号項の耐室袖石の前面の一石は塵石となっており、この郎分に天井石をのせることは可籠である。

ー•一
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9 躙 0•3•>7•19'}喰）

9濱 9がw•と"'"があり、ぷ守の.,曲彫1●』u遣となる。 A• Bに細分する,3A● llil• 191),n 

のlk"•碍俎の9直泣形で、 H 叫 9は'"''こ五い。',,,.は各咬とも●わないで』ウが,,.,,られる。

，1り・弘"饂が減少して、ほぼV,彫となるが、 2鎖に比べると辿｛ヒ鮒fりにある.... ~"'"''""述を必

らず、前ばをイ・I没して終わる."門の袖,.. 潤9●い'""'こ類級する。

,. 組,.,."'''"が•団し• A扇に比べて9内の小形化と女..,., 禎の篇Iヽ化私渥められも 171}
,.、“沼浪曲9こ"'"'袖6と画を合わせるようにして汲迅を占っている。 B顛の"'"'油,;の配甚"は2

顛<i室との顕以が"られる。

4 類 C ・ 4•18•21号墳）

玄室平函底"罐貶長，，形の準奎講迅<>u室である。 3顛に比ぺて玄屯曲績の輸小と石材の小形1とが
進む。この類も甲面影と石材配塁亨からA• Bに編"する。 4A類は"'引墳が"当し、（涅の名

壁とも凸輯的で1!っており、 T宰さが見られる．女全尚直"虹'I袖石と'"をそみえるが、い,.,に"

紅が取り付く屯能性がある。..頬,,,.,,,,墳 9●l"lし、遵面が整っておらず、桜liのISM<こ未

虹のものが認められる。玄,,,講には両袖ながら、'"獣1こ配置する傾内がある。

5 類 (i•U•U•l3•'4号培）

玄室平面形は績長艮力彩となる皐室講迄の石室である．ゑ童級橘と絹面の構遺からA~Cの繍"を

行う, 5A頚は 1•14号墳が＂当し.,頬''"'ぺて、玄宝9噸が纏小螂1こある。広道平面形"比餃

的整っており、立門主輪"中央からやや左偏に位覆する。土至飼血は袖6と面を合わせた汲迄を造っ

ている。 5B類は...,,. 与墳が相当し.玄室＊血形に歪みがあり、石材の配匿"縫さ足しが見られふ，

玄門は王輪から右鋼へ寄っており、玄門鐸で石室は終わっており．淡道を付設しない.,c類は"号
瑾が相当し、ヽJヽ影の石宝で｀成人の伸展匿葬に遍さない構這とな..この類には,.rn号墳の6冦●9
含まれる可能性がある。

●類 (2誇墳J

玄室面績をさらに靡Jヽした欝袖の横穴式石室講迄である。比餃的堅った裟長長方影〇""で、饂m

,m., 成人1体分の埋轟を可能にする石室である。

7類"'・ね号墳）

坦"""鹸も小さい、小彰の竪穴式石室である。縦長艮方影の平面形"・ 長さ1心～岡,m、幅
印~<Oomあり｀成人'"の埋昇がaJ能である．

宗像屠域の中小古墳rこ績穴式石室が採用されるのr●9世紀中頃であり、以掛.._,. の拡大が進行

し、 9世紀中頃から甑平には伍室空間は最大となる。こ"''期を峨にして、以薮の五室空間は綸小騒

自となり、ほぼ？世記の後半に,,.弗聾としての小形石室をもって石室暢纂r埠をわりをつげる。

当遺跡のも駐雌の変覆も上紀叫嗣と胃じ経ヽを辿ることが立嶋・石室構逗から認められる。
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人サおよび副＃品 lこよる挫岱位や込葬万モ•JI らかにできないが，｛濱構造の検討から但佛,.ら＂鼻

への流れを忍めることができる。

4. 石室(/)石積み

石屯収体の残りが悪く・"積みの携迫を全て明らかにで●ないが、先の石室平面形の分類に沿って

倹討を加えたい。

1類

5 弓捐の巖石 9よ奥壁 26、鯛壁は 3 石と•石の直取りの比較的良い濱石を鵜位に観えている。壁り

石駁みは軍石の平積みで、鍼瓦嗣みを行っているが｀＂饗の奥萱鯛は繊 9こ石積みの目瓢が通る璽箱薗

みが見られる。壁面は下段から怜ち送りが見られる．

2類

膳石の石Hと配置""号填9ヽより 1顛に近いが、石材"やや小猛りとなる．望体〇石積が9平稿み

が多く｀鑢瓦駐みと重箱駿みが債用されているが｀＂員に比べて重箱積みが目立つ。 1顕石積みで"

各段の石積み上段を、営1こ水平1こ保とうとしているが、当顕で"も闇み各段は水平とはならず、 15号

墳の左側璧で"蔀室鋼へ、慶墜で1が4綱顎へ内かっての傾斜が認められる。

3A鶴

腰石の石＂は 2111,こ比べ、大きさは変わらないが．面取りに手抜きが認められ•。 1 号墳のとも鋼

螢では、平影調置のために小形石材を捕っている。壁体の石績みは平積みが減少して、石材の広い

面を使った嘉積みが増えており、石橿みの目路はジグテグではなく、磁めに人っている。,,,キ1●見～

ら麟面の石積みは.,,ヽ 形綱石の乱積み状態が認められる。

3B類

巖石の石財は小賑りとなる。 9号埴に比ぺ、 11号墳<06材は比較的にiii取りがI寧である。螢体ヽ9

石積みは平積みと裏積みの併用が見られ、重纏毅みが主体となる。

4A鶏l

騒石の石>jlt<,蚕の小釈9に併行して小謳りとなるが4号墳の石材は、割石の函をよく整えている。

4号墳の壁体"魯J石〇平績みを行う点でT寧さが見られる。

4B麺

麗石の石材"小彫になり、ー墨に割石未躙聾.,,のが使われている。壁体の石材は慶石と畠差が，j‘

さぃ．租み力ll6材の面を合わせることが少なくなっている．

-1-
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5A類

額U叫内は割いの""駁りにT払•roあるもの力屯えている。竪化叫i積みは奥堕で"乱積みが噸
衿である。

58頚

SA顛9こ比ぺ言 116材は小形となり｀苔j石太加工材が多い。璧体は乱讀みとなる。

5C·6• 7類
鰻石およ，，璧体の石材は同舅化している。壁体の石積み'"'形訂石の乱瞬みであな

以上、石室平OOOの分類ごとに壁体の石禎みを験討したが、 1•2 顛石室で"仮状割石の"nlが見

られ｀＊騎みを基本とLて、綽瓦積みに一部薩同頴みが認められる。 9瑣石室で"割石は洟状となり、

平禎みに加ェて石材の広い面を使う褒醍みが認められ、日略が組めに逼る輯み方と蘊面帽み、さらに

乱積みが行われている.,順で"腰石と壁体石...大きさに差が少なくなり、●／石の影状が讀状とな

る．石積みの上下画は不撞いとなる乱霰みが多くなる。 5頸以隣になると．綱石I砂形の洟はとなり、

乱積みで墾体を講Lている。 1-1顧石室の雙体"伝室平繭形の縮小化と債6して石材は小形とな

り、謂石は紐から塊状と変化の械れを見ることができ●。石駅みは明覆に分類できるいのではな（

鰊h,/11み＋重箱国みから乱蘭みへの諷れを読み庫れる程度である。

石室の溝藁に利用された石材1な大半が堆懇岩の泥宕ホルン,.●ス、妙岩＊ルンフェルス、羅岩

、ホルンフ..ス、角糧岩h ンフェルスである．

5. 閉塞滝設

閉塞石が残っていたのは 1 ・ヽ •7+11•13•14•17•1'•"1号墳の104である。玄室玄"の紬

石間で閉塞をfT,ているの111•11 ・ 18• 印号埴の●基で、饒の古墳9よ玄"から冨這へ寄ったところ

ー,~関塞となっており．石室の平面形で1よ区別のできなかった羨這翠は閉塞位璽"より明らか1こする

Cとができる。.., ・14-17号埴は最下艮に飯状刃石を立てている。国古墳＂での閉塞は壇状割石を

利用して．乱駁みを行い、墓這側の石積みに控えが見られる．古墳闘での閉婁施裟には顕著な差は見

受けられない。

6. 出士遣物

盗掘等による著しい破壌を受,,.がらも同古墳＂の性搭づけに璽誓な遣物もあ ..)t餃的豊富な資
饗を得ることができた。

大半の石室が撹乱を受けている中で、•·•号墳出土遺枷はよく残っていたものと言える..号墳玄

叡の左袖石に貼り付くようにして輝1と鉄眉よさら9こ鰊謹から須患器皇と這器碗が祉しに

-•-
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小形の銑鎚ヽ ●散iicIDIC.. ち込んでいた。人形の鉄鎚と鮫紺"重ねるように11かれていた。

．が即直9入，I屯の£紬から丘寄りの敷．ヒから餃鉗・鉄鑓・鋏斧●鰊鐵が出土した．石軍主紬
と,.,,するようにして践羅と鉄鯰"並ぺ遺かれていた。

匹・鉄職等の金扇器"石王内郎から出ヒするが床面の/Ill!こよりぬ位纏●留めるものは11かであ

•• I. 国は績丘が遣Fしておらず、●,,t位置"墓道が主体となっている。ここで●出：till物の主なも
のを取り上げる。

1)鰍冶工只

鮫賞

,., 号墳から 1点づつ出土した。 5号墳の遺蜘"掘り瓢の編駕を一露欠椙するが全長47mヽの完形

品である。結合部中心からヽ9さみ戴先蟷まで"・なmを誕り、"●み郎の先編から直縁的で身の最大

輻l.3onとなる。はさみ戴がかみ合うように結合繹で曲げを入れており、轡り謳の中途でねじりが加

えられている。横戴面"全て長ガ影となる。結合部"円柱状の鋲が輸となって固定される。鋲身の径

は約6ミリと推定できる、＇

9号墳出土例は握り畢の一廊を欠損する。屡存長紅1emを調るが、直元長は邸匹ほどとなる．結

合郎中心から"さみ鄭先端まで10.如-は9み面む贔人帽I.&皿で｀蟷置は函＂的となる。はさみ合

わせのための曲'"'結合部から先編寄りで行われていふ結合は円往'""応される。鋲掻は約5ミ

，1と椿定される。身の櫨瓢面"長方影となる。麟鉗"これまで訊．名近（の出土があるが、全長≪匹

・は最大の認類に属するものの、....を纏す例は歌阿●ど肇認されており、片手で使周するには璽い．

9号墳例はその大きさから餞も出土例の多い顛であり、片手での"さみが可鰭である。 9号墳には大

形の鉄編が出土しており、 9白填,.,鉄鑓との●ッ 9関偶は鐵冶のエ匠ないしは対駄＆・ハ遵いを表す

ものであろうか．

鋏鑓

5号墳から3点.,号墳から 1点出上している。 5弓墳仕人ル汲鑓は完形品で、全長21.七疇、最大

編·-最'"~'""を膏る。身の績顧面"隅打旱方彰となる。身の中心から頑繹よりに柄撼の穿

llがあり、平面観"艮台形となる。孔の長さ'・"'"'、編は1.4~1.7mヽである。重量...存処唇餞で

碑•を濶る。身〇上下端とも駐打による愛形が見られ．先編鰐0麟打面"丸い。噸郡側の褻形""'

さな凹凸が見られるが、どのような使用によるか.不明である。

小影品の鉄編'"'は全長II.釦m、身の最大柘う1m,で柄孔繹が広い。厚みは最大'・""'を讃る。

柄孔.平面鱈が長方形で、長さ2.1皿、幅い叩となる。重さは仔存晃売後で"'•である。身の謳鰤

面はn形となり角が弱い丸みを●っ．身の下鵡1頑Mによる小さな鬱らみが認められる。身の上端
は平坦化す●が、小さな影らみが認められる。

95の鮫縫1が1ヽ影のもので、全長9.1匹、最＊帳'""-量大犀1.1=を瀾●。綱孔の平面彎は長万形

で、長さU加m、幅0.11i匹となら重重はに存紀迂武で151gである．身の上下纏とも戴打による愛

一u-
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第9園 9号墳邊室遍物出土状況"""'

影が見られる・"'嘆鎚""'謳を折振すも全長122

血•量＊血如、贔輝'""'を欄ふ嗣孔の珀輝

"鼠方形で、長さl恥m、細7=となる。重鼠1●保存

処珊義で磁gである。身の上下嶋とも敲＂による憂彫

が見られる．

繭古填から1●歎砧"出土しておらず▼ 古墳峙代出上肩

の少なさからすると、石製のもので充分鑽鰺していたも

のとされよう。なお、戴冶具以外には鉄捧等の鉄器生産

にかかわる這物の出士はない訊本古嶋騎の盟主的位置

を占める,.. 号墳からの出土"、造璽果国が宗攣盆嶋

雨鵠の関町谷において鉄器生甕9こたずさわっていたこと

を証明しうる。本古墳＂の Jt側に所在する浦谷古墳群圧

9号積出土の鉄滓や棚""田B-l弓墳出土歎痒、 A-1

号墳繭酬十絆沖、さらにB区の埋納鉄淳の例，あるい
"浦谷囁中の覆翡国鼠・曲l渇駒員恵羹靭

ili在から.IH世紀における宗徽嶋域の鮫譴生章の一

蠅点をこの谷●いの鑓畜が担つでいたといえ●。 霞7國 ・8嶋鯛 Ill●'"'十伏置 (II<)
-l>-
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2)武器

鉄鏃

叫紅砂9ドで絨も多く，暉扇註蝙えている。身の,._血形により 5分類L,1H四患を含めて

'"イプに分けた．綱部については別公のとお●である。鮫識を出土する古頃"、 •·•·••10号頃

”“に隕られており、 ii室輝9影でいう H 顛の●珈こ●1当する。 ■b顕の鐵は9叫みH頂になっ
証1駁するタイプのものとされるはか、"顕が 1 号JJ●的躙•で残ることがわかった．

逍也醤本古墳群出_t<>x塁"鶉点を図"することができた。各古墳からの出土1lの多い杯・涵杯
について"顛を行い｀検討を'"えたい．

.. " ,, 
n, 

●b 

•• 
戴9国古壇闇 ltt璽む3謹"""

璽b

＞
 

＾
一
ー
＂^

 
c
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3)須恵暴

杯

杯董l顆 □怪12.2-12.釦m,器轟,_,_... 匹、口縁鱚と天井部の峻"不明、口縁鴎"内資して端部
は丸い。天井部は回転ヘラ削り。

杯葺2耀 口径126四、芦病3',m、天井饂が平坦化する．夭片湿は回転ヘラ"'り．

杯董311□ 経112-121血、器高3H5<m、天井郎""'転ヘラ,,,りするものの．範譴1胡良くなふ
雌,.,□ 経11.1叩 .M3.1,m、匹が疇となり、噸までとは員なる。天捐謡の回Eへ9肩

りはU謳とR境に編し・中凶雇はナデの見られるものがある．

＂量 6類 口径I00-11.0on、器細.M恥m、器影はさらに縮小し｀天井鵠は体槃との鳩lこ回転へ
9削りを施している。

匹 1躙 口径"ふm、岩潟,.如己受麒は外上方へ"●出され、立ち上五りは外反気昧に内傾して

-1,-
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杯身2顛 u径12.ll<m、高晶3ぷ-~影、仕怯とも1扇と"じである。

匹 3闇 "径10.,-11な..滋~u-,ぷ叫 II径の縮ヽ Iヽ化に比ぺ体置が泣い。受温の""'が
りは心輯的でII蟷澤"丸い．底霜"'"庫へ'"''り。

杯心直rn.lkm,Iii高,.如ら底麟が叩U化するが，立ちJcかりはが、 LI瑞濯はが・・屁畢

It固転へ9削りである。

杯'"類 U径'5-10.<om.菖忍.◄-,如心口径に比ぺ体部が澤い。立ち1がりは低くなり、"
嬬部は、,,い。底郎はJel転へう隕り。

杯身9類口径"ぐ心器'"・"叫器壁が疇となり．既郎"雌IIヒする．栄忠立ち上がりとい域
くなる。底開は国転へ,,... 

砂7顛口掻9.1>--lむ叫年2か•-•釦己注蘊は鴫Iヽされ、四JtLている．立ら上がりは外皮
気味1こ●びて、口蝙繹I●尖り気嘘となる。底饂は、体部との墳にへ,,リりを施Lている．

匹 8顆口径9ぷ四器高,.伽m。編平な器形となか立ち上がりが辺く、 U道部は尖る。底邸は

手持ちのヘラ渭りとなる。

杯身 9顕口径8心•• 匿寓,.釦叫受.,,.をつくらないもので、体藁1こ3条0沈線を逼らす。底隠は

丸みを行する。

以の杯分麒Iこより杯身,.,頑"大野城市野添9号裏斬吉富村山田3号窯lll±ll物に法皇が近い

,,. 受温から立ち上がりのつくり"山田凜に似ておが、'"''直宮上饉氏編年の置B扇に相当する。

杯身7•9環は大野櫨市人繍凜灰厩 b 顕に、杯身•· ●顆I坪囀平田E-1号窯1こ近く、＂身 8順1よ葦

受けのなし、身の葦"なる可能性があり、 II身 9 爾より積出しよう D 杯蘊 ,-,11."身•-•顕"・

法量心M影化が見られるものの調整技法や口絨謳～受霜のつくりは古式の特徽を残Lており、国B未

~N期のものといえよう．杯.s--,蒙、杯身,_,扇はW期の中でおさえることができよう。

墓杯

図示したものはn点で｀全て無董高杯である。 1顛の'"'は尻＂哨 .... 孔をもち、野涵9号直の資料
に類似する。 9璽冠～船 •103•1噸は瀬lを猷ず、瓢殴に鴎を巡らすものとないものがあ

り、法量は同じである．こ0穫のものは大漏窯灰駁や天観寺山●区1号窯に見出される。 3順の'1~

絹の面杯"法量が纏小化する。 4 順の印 •'1• 四'"法鼠が最小となり,I顧“●B剛9こ9穎"N綱、

4頸がV期以講に並行する．

ヘラ記号

図化した杯紐の中で｀ヘラ記号を有するもの1'11点あり、訂以外は全て内画1こ繕されている。京

像市稲元日焼原嘉鰭では、 1 号窯の杯にはほとんどへ9記号を見由せず、ヘラ記号が噌え出すのは•

8綱のものである．周辺古眉の出土杯では■A闊までのものはへう記号ヽ...かであるが、●●嗣以鼻
に顕著となり．それも杯内直に籠すことが多い。ただ扁元8緯原窯のものは杯外面のヘラ記号が多く｀

記号を鮨す謂位と生鹿・消費増との闘係については璽賢科の増加を持ちたい鵞

-14-
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7. 古墳群の形成について

古墳0雌、上体認糟溢、 U<l逼物から遺跡の年代、性格づけ亨を行いたい．

1)纂這年代

出の験Hから、主採""'身 (23()"時期を古墳麟の始まりと考え、 9世紀の第3日半簡と

し、 11中で績畿の纂造と籠定するヽJヽ形のb室の築造''-'世紀の中頃から第3四半期にかかる可維性

がある。

各古墳の纂迫年代は、石室平面形および遺物の檎討から'"'号墳の塙,,,... む青叩l'i'期に` ，．

15号墳が'"紀第4 四半期、 1•3•17•19'号墳の築造を 9 世紀末から 1 世紀の第1四半順の煎半にか

'"'とし、 2•4•18•21号墳を 1 世紀第 1n,.艶紀の後半から克2四半馴1こ.,・ll~(●号墳の築造

を1世紀第9日半期,.,こ考え．小形の石室となる...., ... 号埴の箋造を1世紀中頃から第8口半剛

に考えておきたい。

0門楕咸rついて
匹の古墳は、一定の墓誡内で這謳主体が任意に占鴫で急たのではなく、策団内の""規制のもと

に古墳づくりがおこなわれたものと雛轟する。"基の古墳"・ ー系"的I叶日まれたのではなく.Ii散

の単位群が仔在することが、占馳等によりとらえることがで●、一定の蔚蛾を持つことがわかる．＂

皐位数は酵期がくだるごとに増加しており、累代置形吃紅等買でないことを物緬っている。ここでは

騎構成を次のように繊定した。

．古墳群は9世紀後李1こ始まる。優位を占める古墳は、丘蒙艘緯上の占地、複室檎六式石隻．剛向き

の石室間""'点で認めることができる。複室構造の横穴式石室を内部主体とする5号墳の驀造1こ蛤

まり、"'鰊き纂造された9号墳との9単位の墓とじて成立しなこの2単位は次の9・"号墳の纂

造へ"き継がれる。さらに.,単

位の系譴1こつながる11り9号墳の

四迄間1こ北瀾斜面lこ1号墳が纂か

れて9単位群となる。この1号墳

""甘1画に占岨する5号墳の系譜
につながっており、口墓域を飛

び出すことができないで、蟻内で

斬たに彼立した単位曇としてとら

えたい。 17号扇の次<>18号培の築

造期lこ9号墳の系彗から独立した

2号墳がつくられる。さらに、 7

世紀第2四期には9単位11の成立
をみる。 1世紀後半の4基の単葬

襲の追営をもって古墳群は終后を
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むかえる。 9世紀級` ●"複害の横'""''遥に始まる占墳'"世紀蛤め1こ""蓋構追へと変化する。 9

世紀前＊には、,.. , 蜀空馴の小彫Itと迅騒,,体の絋駄がみられる。"浅濯い年"嗣人墓の巾鼻1こより
よれ群は終良をむかえる。

織内においては,m紀初叫をも 9て迄墓活戯を終える山墳詐が多くみられ畜この腺因亡撹占帆に考
えられている「艦占鮒遷葬令」ともいえる造墓嵐間によるものとされるが、北簡J凶'"宗儘建鳩で"

'"紀OO半1こいたっても迅蝙桔動"おとろえない口このことは「撞古釧鍼鼻令」が繊内を中心とした

"'''ことどまり｀当該蠍域は規制外にあったといえよう。 9 世紀後•~●囀事は「X化繕霧令」に倅

う南紅紺府によるものと考えられ、 Cの峙綱に"畿外瀧蟻へも饂人単位での規鵠が也よんでいたこと

を鞠漏っていよ..
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